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○ 独⽴系の仙台スタートアップ
○ スケーラブルなブロックチェーン技術
○ 仙台から世界相⼿に技術発信

Yenpointと
は全⼈類がブロックチェーンを使うための技術基盤を開発、研究、提供する会社



Services

BSV‧NFT‧Stablecoinを利
⽤可能

ウォレット基盤開発 NFT API Service

STVP
Simplified Token Verification 

Protocol

基盤技術‧開発研究

NFTが簡単に導⼊できるAPI
ゲームアイテム、記念アイテム、バッ
チ、コレクタブルなどに利⽤可能

BSV 公式SDK メインテナー
BSV基盤技術‧開発
独⾃特許技術
⼤学との共同研究



マイニング
Transaction 処理、Bitcoin Script Chip開発、
次世代マイニングノード研究、IPv6 Multicastネットワーク研究

ブロックデータ
アーカイブノードサービス、UTXO lookupサービス

スマートコントラクト
Bitcoin-SX、スクリプト⾔語‧IDE

ウォレット基盤
SPV、paymail,、HD wallet,、fee less transaction

NFT‧ステーブルコイン
NFTの検証技術、ステーブルコイン基盤技術

フロントエンド
ウォレット、POS、マイクロペイメント、NFTマーケット

垂直統合モデル
ブロックチェン技術、上流から下流まで 



特許

● Simplified Token Verification の国際出願で特許性あり
● 2025年10⽉国内特許移管の作業開始
● ⽶国にも特許申請
● OridnalXへの特許技術の実⽤化（paymailでNFTを送信）

⾃社技術の特許進展



研究
藤原研究所（千葉⼯業⼤学）との共同研究

● テラノードのスケーラビリティの研究 学
会発表

● 査読付きで学術誌に掲載される



● ゲームやアプリにNFT機能を簡単に導⼊
● 画像‧⾳楽‧動画‧電⼦書籍など幅広いコンテンツのNFT化を実現
● ⼤容量‧低価格でNFTを作成
● ペイメール⽅式でBSVやNFTを簡単に送付
● NFTのデータをそのままオンチェーンに保存

OrdinalX とは
NFT APIを使って、できること



OrdinalX APIのサンプ
ル
⼀般的なRest APIをつかって開発できる



対応ブロックチェーン
BSV Blockchainとは

○ 技術的な中⾝はほぼオリジナルのBitcoin
○ 拡張性と柔軟性に優れる
○ ⾼速かつ低コストの取引
○ 秒間１００万txの処理能⼒
○ NFT、ステーブルコイン、スマートコントラクトに対応



BSVの誕⽣の歴史
ビットコインをスケールさせるために⽣まれたブロックチェーン



ブロックチェーンの種類
アカウント式 VS UTXO式

アカウント式 UTXO 式

仕組み ユーザアカウントの残⾼ コインの動き

例 Ethereum系 Bitcoin系

ネットワークの拡張性 スケールしない スケールする

開発 ⽐較的容易 複雑

トークン 可能 可能だが



アカウント式
開発は楽だが、スケールしない設計：並列化不可のグローバルステーツ
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UTXO モデル
独⽴するトークンの動きを追跡するデータ形式  並列検証可能



スケーリングのボトルネックは？

アカウント式         UTXO式



現状の処理能力（実運用に近いTPS）

BSV mainnet | ████████████████████████████ 2,800+ TPS

Polygon PoS | ██ 110TPS

Ethereum L1    | █ 15〜30TPS

処理能⼒の⽐較
BSV（utxo）イーサリアム(アカウント)、ポリゴン(アカウント)



理論性能・拡張後スループット

BSV Teranode | ██████████████████████████████████████████████████ 1,000,000+ TPS

Polygon PoS | ██ ~700 TPS

Ethereum (max) | █ 約238 TPS

処理能⼒の⽐較
BSV（utxo）イーサリアム(アカウント)、ポリゴン(アカウント)



平均手数料（USD / tx）

Ethereum L1 | ██████████████████████████████   $0.09 – $0.22

Polygon PoS | ███ $0.001 – $0.01

BSV | █ $0.00001 – $0.00016

⼿数料の⽐較
BSV、イーサリアム、ポリゴンとの⽐較



実際にあった怖い話

1. CryptoKittiesでネットワーク飽和

● トラフィックの最大25%を占有

● pending tx（未処理）が急増

2. ガス価格が急騰

● 通常より 5〜6倍に上昇

● 平均手数料も上昇し

 → 当時 約$3付近まで上昇

3. 極端なケース

● 急ぎトランザクションでは

 → 数ETH（数百ドル〜）の手数料 も発生 

アカウント式
処理能⼒を超えると、⼿数料は⼀気に暴騰する可能性



開発難しいUTXO式
よくあるハマりポイント

○ １ユーザが複数のUTXOを所有する 
○ グローバルステートがない
○ NFT‧FTの検証が難しい
○ 鍵の管理
○ 異なるアセット管理



OrdinalX
UTXO式での開発の面倒臭いを解消



● BSV送受信（レガシーアドレス / Paymail） 
● NFT作成（1-Sat Ordinals インスクリプション） 
● NFT送受信‧バーン 
● ドル‧ステーブルコイン送受信（Mneeトークン） 
● HD鍵管理（暗号化‧分割‧管理） 
● UTXO管理（タイプ別分類 + ライフサイクル制御） 
● トランザクション履歴（⽅向⾃動分類 + メタデータ） 
● Paymail（サービスディスカバリ + ネームディスカバリ） 
● ブロックチェーン状態同期（RefreshService + ARCコールバック） 
● ウォレットリカバリ（xpubからのフル復元）

OrdinalXでできること
やれることの⼀例です。



鍵の管理
プライバシーを意識した鍵管理

● ⽤途によって異なる鍵バスケット

● １txごとに新しいアドレスを⽣成（レガシーは除く）

● プライバシーに配慮 

BSVの鍵バスケット FTの鍵バスケットNFTの鍵バスケット



HD ウォレット
階層構造なツリー状に鍵を⽣成 
ユーザプライバシーに配慮、⽤途によって鍵の使い分け

マスター鍵

↓
1BoatSLRHtKNngkdXEeobR76b53LETtpyT
3J98t1WpEZ73CNmQviecrnyiWrnqRhWNLy

bc1qw508d6qejxtdg4y5r3zarvary0c5xw7kygt080
1Ez69SnzzmePmZX3WpEzMKTrcBF2gpNQ55
3CMNFxN1oHBc4R1EpboAL5yzHGgE611Xou

bc1qar0srrr7xfkvy5l643lydnw9re94p8akd8u47m
1Q2TWHE3GMdB6BZKafqwxXtWAWgFt5Jvm3

3AnNxabYGoTxYiTEZwFEnerUoeFXK2Zoks
bc1qqfjhv5cf8w0pwf5un5pp7p3qf6zjytcxy3z0dg
1MZmwgyMyyQW4FtDa6oAdqJRPJC3RD2n8u



Paymail
メールのようにコインを送る

1M8H6EWgUfbYZPYBFS7eB7TqmZMvjJ7BbG

↓

Ken＠Yenpoint.jp



⼿数料‧代理払い技術
BSVがなくてもNFT作成、NFTやFTの移転ができます

トークン のレイヤー
NFT    ステーブルコイン

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

ブロックチェーンのレイヤー
Bitcoin SV



⼿数料‧代理払い技術
開発者やユーザはブロックチェーンを意識せずにトークンを利⽤できる

トークン のレイヤー
NFT    ステーブルコイン

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

ブロックチェーンのレイヤー
Bitcoin SV



NFTの作成‧移転‧バーン

● NFTの作成、移転、バーン 

● ⼿数料はウォレットが肩代わり

● NFTデータはオンチェーン

● NFTのデータの表⽰



ステーブルコインの移転
ドル‧ステーブルコインのMneeに対応

● ステーブルコインの送信、受⾦

● トランザクション履歴表⽰

● Co-signing ⽅式のFT



OrdinalX
裏で頑張ってます

NFTの作成

● NFTのTXの作成（Bitcoinスクリプト）
● TXの署名 （鍵管理）
● ブロードキャスト（ブロックチェーンとの接続）
● コンファメーション（TXがブロックに取り込まれたか確

認）
● NFTの表⽰



NFTの移転

● 指定のNFTに紐づいたUTXOの選択（UTXO管理）
● 送り先のPaymailのサーバと通信（ディスカバリー）
● 指定どおりNFTの移転のTXの作成（Bitcoinスクリプト）
● 受け取ったNFTの検証（Simplified Token Verification）

OrdinalX
裏で頑張ってます



独⾃トークン検証技術
Simplified Token Verification Protocol
国際特許出願中（国際仮審査パス）

特徴

スケーラブルなUTXO系のブロックチェーンでのトークン検証技術

CBDC、ステーブルコイン、NFTなどに利用可能

技術的に、即時性をもつデータ構造を持つ

P2Pで、信用できる第三機関がいらない

団体や企業を超えた乗り入れが可能



導⼊実績

● CraftersWild：ガンダルフ （ゲーム）
● ゼロワ株式会社（NFTアプリ）
● 東北⼤学‧酒井研究室

今後の使われ⽅
教育、ゲームや、アプリ、産業アプリケーションなど



Yenpoint 
inc.

質疑応答タイム
お気軽にご質問ください



ken@yenpoint.jp

Thanks

Ken Sato
Contact

xでフォロー

⻑期インターンも
募集中です。

mailto:ken@yenpoint.jp

